
（別紙様式２－２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　（高等学校用） 

大項目 小項目

自ら学ぶ態度
の育成

自学自習の習慣を定着させ、一人
一人の学力の伸張を図る。

「早朝学習」における学年・教科の連携を図り､個
の学力到達度に応じた課題の準備と指導を行う。

Ｂ
多くの生徒が着席時間を意識し、意欲的に取り組んでいる。
今後は更なる内容の充実に取り組んでいきたい。

読書習慣の定
着

生徒の朝読書習慣定着率９０%以
上を目指し、日常生活への定着化
を図る。

年間を通して「朝読書」を継続し、全職員で取り
組む。また、関係部等と連携し、その重要性を啓
発する。

Ａ
朝読書については、約９０％の生徒が積極的に取り組んでお
り、成果が上がっている。今後は読書の広がりに資する指導
を進めていきたい。

ＳＳＨの推進 英語によるプレゼンテーション能
力の育成、及びその研究成果の普
及を図る。

校内発表会の準備段階から英語で表現させ、外国
人研究者による講義等も実施する。また、SSH科学
技術人材育成重点枠を申請する。

Ｂ

１年理数科、学校設定科目「科学英語」では多読の指導から
プレゼンテーションの指導に力を入れ、校内で英語のポス
ターセッションを行った。また、科学技術人材育成重点枠の
申請を行った。重点枠事業への体制を整える必要がある。

学校生活・学
校行事の充実
度

生徒の更なる自主・積極性を促
す。

企画段階から、積極的な生徒参加を促し、委員会
活動及び運動会、文化祭等の行事内容の充実を図
る。

Ｂ

生徒による主体的な活動が展開された。また生徒同士が協力
する姿勢が見られた。今後は例年にとらわれず、生徒が意欲
をもって取り組めるよう、行事の内容を精査し、より高次元
の工夫・改善が求められる。

情報の公開・
発信

学校ＨＰ及び二高會報内容の更な
る充実（視覚化等）を図り、地域
等へも積極的な情報発信を行う。

学校ＨＰ更新頻度を高める。また、広報理事と係
職員等で連携し、二高會報における写真等の充実
を図り、近隣中学校及び東町各隣保（回覧）へも
配布する。

Ｂ

今年度から二高會報を近隣の小中学校へ配付することがで
き、地域への積極的な情報発信ができた。学校ＨＰの更新は
例年並みで頻度を高めるまでには至らなかった。

保護者・地域
等との連携

より開かれた学校行事及び学年保
護者会等（保護者参加率85％以
上）を企画・実施する。

学校行事への参観・広報等を地域へも周知する｡学
年及び学級通信の保護者配付を徹底する。 Ｂ

熊本教育の日の取組みの一環で、地域・保護者に対して公開
授業を実施した。通信等の発行物が生徒から保護者に伝わら
ないケースがあった。

健康教育の推
進

熱中症や性に関する予防的対応の
充実を図る。要治療、要検査者の
受診率の向上を達成する。

７月と１２月に健康講話を開催（保護者へも呼び
かけ）し、健康教育の推進を図る。長期休暇前の
治療勧告書の発行と、対象生徒への個別指導を徹
底する。

Ｂ

予定通り講話を実施した。保護者の参加が尐なかったので早
めに呼び掛けるなどして参加者が増えるように対処してい
く。治療勧告書は該当生徒に渡してあるが個別指導までは
至っていない。

施設設備の保
守・点検

危険箇所を早期に発見し、迅速に
対応する。

月１回施設設備を点検し、学校予算で対応できな
い案件は、主管課と協議して対処する。 Ｂ

配当予算削減の中で、優先事項を協議しながら施設改修にあ
たっている。ホッケーコートネット改修はできたが、１番の
緊急課題である野球場のネット改修はできていない。

学習習慣 宅習(予習・復
習)の習慣化

生徒自身の計画にそった宅習を実
行させるとともに、宅習時間の増
加を図る。

学年ごとに、宅習時間のモデルバランス指導を行
う。調査結果を踏まえ、担任は面談を行い、個に
応じた家庭学習の指導を行う。

Ｂ
考査２週間前の意識付けなどはできた。宅習の時間の増加を
図る取組みにはなっていないため、目標の検討を行う。

授業評価の活
用

ＰＤＣＡサイクルを半年単位で実
施し、改善のスピード化を図る。

６月と１１月に同一クラスで実施する。１回目の
結果を踏まえて改善策を検討し、２回目の調査で
推移を確認し、次年度の指導に活かす。

Ｂ
１回目と２回目での生徒の意識の変化を確認することができ
た。今年度から同一クラスでの実施と変更したが、周知が不
徹底であった。

研究授業の実
施

学習内容の明確化と、生徒の主体
的な学習活動を促す授業づくりを
目指す。

教科ごとに年２回の研究授業と研鑽授業を実施
し、客観的な評価を行う。また、授業合評会等の
内容を研究紀要として作成する。

Ｂ
研究授業は各教科で年間２回し、授業の充実や改善に大いに
効果があった。研鑚授業については参加率を上げるための工
夫が必要である。

進路実現に繋
がるキャリア
教育の展開

講演会やｶﾞｲﾀﾞﾝｽにより意識を向
上させ、昨年比のｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟやｵｰ
ﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽの参加者増を目指す。

ガイダンスは１年生は職業別、２年生は学問系統
別に講師を招聘し実施する。 Ｂ

事前学習も実施し、意識も高まりも見られた。今後、ＳＳＨ
との連携も深めたい。また、講演会やガイダンスを日々の学
習活動により生かせる方策を検討したい。

個に応じた進
路指導の推進

生徒の将来の生き方等を見つめさ
せながら、生徒のやる気を引き出
し、より高い進路目標を達成させ
る。

面談の頻度をあげ、生徒・保護者の思いを把握し
適切な指導を行う。模擬試験や課外については事
前指導や分析検証を定期的に行い、より効果的に
学習が進むめられるよう個別指導を充実する。

Ｂ

年度当初の面談週間のほかにも担任、教科担任を中心に複数
回の面談を行っており、きめ細やかな指導がなされている。
今後は２学期当初など面談時間の確保に努めたい。

進路情報の
発信

進路に関する
適切な情報の
提供

進路だよりを年３回、進路のてび
きを年１回発行し、生徒・保護者
の意識の啓発を行う。

進路指導部が各学年の状況等に合わせて発行す
る。また、職員研修を行い、日常の指導や三者面
談・家庭訪問などで活用する。

Ａ
計画的に発行することができた。また、状況に応じてミニ通
信も発行することができた。今後は更なる活用を進めたい。

交通指導の
取組

交通指導の強
化と交通マ
ナーの向上

事故件数・違反件数の昨年度比で
の減尐と二重ロック９０％以上の
施行率を目指す。

生徒指導部を中心に、バイク実技講習会や交通安
全教室、生徒会交通委員による駐輪場での指導、
街頭での交通指導を実施する。

Ｂ
具体的方策は実施できた。特に、街頭指導は例年以上に回数
を増やし充実したものになった。重大事故はなかったが法改
正もあり、より指導の充実を図っていきたい。

いじめ防止
の取組

いじめの実態
把握と指導体
制の整備

いじめの実態の把握に努め、発覚
した場合は、担任をはじめ、組織
をあげて早期解決に取り組む。

日常的な生徒への声かけ及び二者面談等の推進。
いじめアンケートを年２回実施し、いじめの実態
を把握する。いじめ発覚の場合は迅速にいじめ問
題対策委員会（新設）で対応する。

Ｂ

心のアンケートを二度実施することで、いじめの被害者を把
握に努め、被害者の生活の様子を観察及び相談にのることが
できた。いじめ問題対策委員会を立ち上げ組織として対応で
きた。

服装指導の
取組

生徒の服装に
おける自己管
理能力の向上

服装指導の徹底による違反者減尐
とＴＰＯに応じた判断のできる生
徒の育成を目指す。

服装指導での客観的基準を設け、学校全体で統一
した指導を行う。 Ｂ

生徒の服装・頭髪に大きな乱れはない。ただ、不整備な生徒
については、検査時だけでなく学校生活の中でその都度注
意・指導するなど職員の統一した指導が求められる。

人権・道徳
教育の取組

教職員・生徒
の人権意識の
向上

ＬＨＲを活用して、人権教育及び
スクールアイデンティティにつな
がる道徳教育を行う。

道徳・人権教育係が立案し、事前研修により全職
員が共通理解した上で、各学年で実施する。 Ａ

新たに「いのちを大切にする」をテーマにしたＬＨＲも実施
し、人権教育講演会と併せて、人権教育の推進を十分に達成
した。

特別支援教
育活動の推
進

不登校傾向の
生徒をはじめ
とした生徒へ
の支援活動

不登校傾向の生徒に対する支援体
制を充実させるとともに予防的対
策を推進する。

教育相談部では、本人のｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ等の支援を行い
ながら仲間作りのためのＬＨＲを実施し、登校し
やすい学級づくりを支援する。また、職員間の連
携と情報共有を図る職員研修も充実させる。

Ｂ

仲間づくりＬＨＲの運営、ケース会議の実施、アセスの調査
を行うことができた。しかし、登校しぶりの対策にはまだ課
題も尐なくない。特に、生徒をとりまく職員の連携にはさら
なる工夫が必要である。

理数科の充
実

科学的に探究
する能力と創
造力の育成

課題研究発表会での上位入賞。発
展的取組として、各種科学系オリ
ンピックなどへの出場者を増や
す。

ＳＳＨ関連事業を活用しながら、理科・数学の担
当者が中心となって課題研究、課題研究発表会、
実験・観察、大学での体験授業や講演会などの内
容を精選し、充実させる。

Ｂ

平成25年度SSH生徒研究発表会(横浜)では理数科課題研究生
物班が科学技術振興機構理事長賞を受賞した。本年度の科学
系オリンピックの出場者数は増加しておらず、今後指導体制
の改善が必要である。

美術科の充
実

実技力の向上
と広報活動の
充実

各種コンクールでの入賞者を増や
す。地域・保護者の美術科への理
解度を高める。

技能習得のための学習会、校内コンクール等を
（年３回以上）実施する。「美術科だより」を市
内中学校や保護者に配付（年５回）、併せてＨＰ
の充実（隔週更新）を図る。

Ａ

高校美術展や熊本県総合文化祭ポスター等の公募で多くの受
賞をもらうことができた。美術科生対象の学習会や実技模試
を数多く実施できた。前期特色選抜の志願者も多く集まり、
中学生への広報も上手くいっている。

評価基準　Ａ：十分達成　Ｂ：概ね達成　Ｃ：やや不十分　Ｄ：不十分
４ 学校関係者評価
学校関係者評価委員からは、次のような意見があった。
○学校評価アンケート結果等も踏まえ、生徒・保護者が現在の教育活動等を高く評価している。現在の教育を継続・発展してほしい。
○「校内いじめ対策委員会」を設置し、いじめ等に対する適切な対応がなされている。今後、インターネット等に関するトラブル等の相談窓口も設置されるとよいのではないか。
○「早朝自学」をはじめ、生徒が朝早くから夜遅くまで積極的に学習している。生徒と職員の強い信頼関係が構築されている。朝読書や理数科、美術科の取組みも充実している。今後さ
らに、理数科の課題研究等のノウハウを普通科や美術科へも広げ、地域を巻き込んでいってほしい。
○ＳＳＨを核として生徒たちがいきいきと学んでおり、特色ある学校づくりがなされている。第二高生の活躍は近隣小・中学校にもよい影響を与えており、憧れの学校になっている。
○自転車マナーの向上及び携帯電話・スマートフォン等に関する指導については、外部機関（熊本東警察署）としても積極的に協力したい。

５ 総合評価

６ 次年度への課題・改善方策

本年度の重点目標６項目（「学力の向上」、「個性の伸長」、「豊かな心の育成」、「国際感覚の育成」、「人権意識の高揚」、「理数教育の充実」）について、自己評価、学校関係者
評価から、その目標は概ね達成できている。
特に、学校関係者評価においては、現在の教育活動及び生徒と職員の強い信頼関係について、高い評価を受けた。
今後も、生徒一人一人を大事にした教育活動を積極的に推進し、「チーム第二」として全力で取り組んでいく。

○本校の目指す生徒像の実現に向けて、更なる授業向上に取り組むとともに、生徒の思考力及び表現力等の育成に向けた様々な教育活動の充実を図っていく。
○効率的な生活・学習習慣の確立を促す指導の充実を図り、これまで以上に自ら主体的に学習（家庭学習含む）する態度を育成する。
○ＳＳＨ事業（科学技術人材育成重点枠申請中）の更なる充実・普及・拡大を通して、本校並びに県全体の理数教育の充実を図る。
○挨拶・掃除等の礼節指導の更なる充実を図るとともに、自転車運転マナーの更なる向上を図る。
○普通科、理数科、美術科を有する本校の特色を最大限に発揮（広報含む）するとともに、スピード感をもって検証・改善を行い、知・徳・体の調和のとれた生徒の育成を図る。

（２）個性の伸長～部活動・生徒会活動の活性化

熊本県立第二高等学校　平成２５年度学校評価表

１　学校教育目標

　本校の三綱領「自主積極・廉恥自尊・礼節協調」の具現化に努め、知・徳・体の調和のとれた全人教育を推進する。また、これまでの教育方針に基づき、教職員が一体となって保護者
や地域との連携のもと、県民の期待に応え、活力がみなぎる存在感のある学校づくりをめざす。

２　本年度の重点目標

（１）学力の向上～生徒が楽しみにする授業展開、読解力・論理的思考力の育成、自学力の育成

人
権
教
育
の
推
進

具体的方策 評価 成果と課題

理
数
科
・
美
術
科
の
充
実

学
校
経
営

特色ある学
校づくり

開かれた学
校づくり

安全管理の
取組

学
力
向
上

生
徒
指
導

（３）豊かな心の育成～規則正しい日常生活の励行、礼節指導の徹底、読書活動・学校行事の充実、体験活動・ボランティア活動の充実

（５）人権意識の高揚～人権教育の徹底・充実、一人一人を大切にした教育の充実
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導
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進路目標の
実現

３　自己評価総括表

評価項目 評価の観点 具体的目標

授業力の向
上

（４）国際感覚の育成～姉妹校、県内高校留学生等との交流促進

（６）理数教育の充実～ＳＳＨの推進・充実、科学的能力を身につけるためのカリキュラム・指導法の研究、本県中核拠点校としての在り方についての研究


